
だれもが自分らしく
　 生きられる社会を

天皇の制度と日本共産党
志位委員長に聞く

　賃金や社会的地位などの男女間格差是正、セクハラ、性暴力、
差別は許さないと、勇気をふるって声をあげる運動が広がって
いることは大きな希望です。私たち共産党も力をあわせます。

　日本共産党の志位和夫委員長のインタ
ビュー「天皇の制度と日本共産党の立場」が「し
んぶん赤旗」日刊紙（６月４日付）に掲載され
ました（Webでも掲載）。ぜひお読みください。

　男女の平等、同権をあら
ゆる分野で実現。選択的夫
婦別姓も実現します。「女
性だから」「男性だから」
と生き方を押し付けられな
い社会を。日本共産党は女
性議員数トップです。

　同性カップルの権利を保
障し、同性婚を認める民法
改正を進めます。「LGBT
差別解消法案」の成立をめ
ざします。多様な性のあり
方を認め合い、個人の尊厳
が大事にされる社会を。

　セクハラ、パワハラなど
で苦しむ人を、職場はもち
ろん、社会のあらゆる場面
でなくします。国際水準の
ハラスメント禁止法を。被
害の認定と救済のための独
立した機関の設置を。

　被害者の支援をおこなうワンストップセン
ターの抜本的な充実、「同意のない」性交＝
強制性交であることを明確にした法改正を。
DV被害者支援と加害者更生対策を。

　国籍や民族の多様性を認め合い、共生する
社会を。ヘイトスピーチの根絶。人権侵害の
温床となっている技能実習制度の廃止、入管
法の抜本改正を。 ＃比例は日本共産党
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